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　　親子料理教室
　8月26目（火）、保健センターにおいて親子

料理教室が行われました。

　南・北小の親子16組が参加し、たのしく
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磁卿緊



翼》穆》》》拶》賂む》》》脇》》善》捗妙》》》尊》善鞍砂》麟夢慾》》葛》芯夢脇砂》勝》替》》》畢墨捗》拶整》》墨鞍賜穆賂導》鞍》穆》賜轡賜賜》翼
》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁

l活力あ届れるまちづく曝の勘に嚢
1　　　37億4，897！万円　　　　1
爾愈碗禽漁漁飛飛飛癒飛飛飛飛飛魚愈愈飛飛禽愈飛飛撫麓飛磯飛磯飛飛燐飛漁飛鎌禽愈瀦飛飛漁飛禽鎌禽飛癒飛薩禽飛鍮漁飛飛飛溌燃禽薩漁飛飛飛飛飛瀦禽禽蟹

　
　
九
目
定
例
議
会
に
お
い
て
、
平
成

八
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
長
期
的
な
財
政
運
営
に
た
ち
、
時

代
に
即
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
鰯
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盤

町

歳
入
の
状
況

1，064，570，090円

歳
入
決
算
額
は
、
四
〇
億
一
、
〇
七

三
万
一
、
三
九
七
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
二
七
・
四
％
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し

た
。

般

　
　
％

税
　
ρ

民
　
　
1
7

町

87，346，266円

税

決
算
収
支
の
状
況

歳
入
・
歳
出
と
も
に
大
幅
に
減
少

　
平
成
八
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、

歳
入
が
四
〇
億
一
、
〇
七
三
万
一
、
三

九
七
円
、
歳
出
が
三
七
億
四
、
八
九
七

万
四
、
二
四
四
円
で
、
実
質
収
支
は
、

二
億
六
、
一
七
五
万
七
、
一
五
三
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
前
年
に
比
べ
一
五
億
一
、

〇
二
五
万
一
、
一
五
八
円
、
歳
出
で
一

五
億
四
、
〇
六
八
万
六
、
五
〇
九
円
と

そ
れ
ぞ
れ
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

204，569，919円

231，321802円　　　　そ
　　　’　　　　の
　　　　　　他
　　　　　　　　　　　その他
　　　　依
　　　存　　　繰越金　5・0％

　　財　　　　　　5フ％

　源

！1，2　国・県支出金

　　　　　　97％

歳入

1・Olα731澗固定資産税他
％
の
5
そ
a

26．6％

地方交付税

45．8
2、曾％24．5％

78．89

繰入金0．8％

30，733，108円

390，582，332円

336，519，184円

財

源

981，721，000円

（
町
税
）

　
歳
入
で
も
っ
と
も
大
き
な
割
合
を
占
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
る
町
税
は
、
一
八
億
三
、
五
二
八
万
ー

四
、
〇
五
二
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
二
、

丞
二
万
二
、
〇
二
四
円
　
一
・
六
％

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
町
税
の
内
訳

と
し
て
、
町
民
税
と
固
定
資
産
税
の
二

税
で
全
体
の
九
五
・
二
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
（
地
方
交
付
税
）

　
地
方
交
付
税
は
、
九
億
八
、
一
七
二

万
一
千
円
で
、
前
年
度
比
一
億
八
、
四

三
四
万
円
、
二
二
・
一
％
と
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。

　
交
付
税
の
内
訳
は
、
普
通
交
付
税
八

億
八
、
九
一
一
万
七
千
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
二
五
・
三
％
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
原
因
は
、
交
付
税
の
算
出
根
拠
と

な
る
標
準
的
な
町
の
収
入
（
基
準
財
政

収
入
額
）
が
三
・
六
％
減
少
し
た
の
に

対
し
、
標
準
的
な
経
費
（
基
準
財
政
需

要
額
）
は
逆
に
四
・
六
％
も
増
加
し
た

た
め
に
、
交
付
額
が
大
幅
に
増
加
し
た

も
の
で
す
。

　
（
国
・
県
支
出
金
）

　
国
・
県
支
出
金
は
三
億
九
、
〇
五
八

万
二
、
三
三
二
円
で
前
年
度
比
三
・
四

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
普
通
建
設
事

業
費
支
出
金
の
減
が
主
な
も
の
で
す
。

　
（
町
債
）

　
依
存
財
源
の
そ
の
他
の
う
ち
町
債
に

つ
い
て
は
六
千
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
九
四
・
五
％
、
一
〇
億
四
千
万
円
の

大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。
総
合
文
化

会
館
完
成
に
伴
う
借
入
金
の
減
に
よ
る

も
の
で
す
。
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歳
出

性質別

消

105。168，901円

費＼

＼17．8

人

件

経
　
　
業

投資＼

7．6％

　
　
　
％

　
　
　
ヨ

公
債
費
5

　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
フ

　
　
　
金
　
4

　
　
出

　
繰
の
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
立

　
　
　
　
　
積

　
　
他

等
　
％

費
　
　
4

助
　
　
朽

補

的

そ

21．6

11．6％

扶助費

　　67％

　　　物件費

論脇

費

経

維持補修費0．7％

　総務費

　　17．3貯

647，697，842円

議
会
費
a
8
％蕊襲…目的別歳

出

　民生費

　　17．4％

650，854，781円

■歳出＼
3，748，974，244

　　　　　円

　　教育費

　　12．2％

456，701，259円

費
筋
生
7

衛

！／消防費
　　52％
95，868，2

　　　　　土木費

　　　　　　1α9％

　　　408，838，182円

商工費　0．3％

　　　11，863，800円

歳
出
の
状
況

歳
出
の
決
算
額
は
、
三
七
億
四
、
八

九
七
万
四
、

比
べ
二
九

し
た
。

二
四
四
円
で
、
前
年
度
に

・
一
％
と
大
幅
に
減
少
し
ま

　
最
も
多
い
の
は
民
生
費
（
一
七
・
四

％
）
次
に
総
務
費
（
一
七
・
三
％
）
教

育
費
（
一
二
・
二
％
）
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。
民
生
費
で
は
、
南
北
に
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
老
人
保
護

措
置
委
託
料
、
身
体
障
害
者
福
祉
費
等

の
増
加
が
主
な
も
の
で
す
。

　　　　1・

Ω一魯 ll

か

肝

　
普
通
建
設
事
業
費
が
、
総
合
文
化
会

館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
i
、
中
学

校
プ
ー
ル
改
築
事
業
等
の
減
に
よ
り
七

三
・
四
％
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　
繰
出
金
に
お
い
て
も
、
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の
減
に
よ
り

三
八
・
九
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
扶
助
費
で
は
老
人
保
護
措
置
費
委
託

料
の
増
に
よ
り
九
・
五
％
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
文
化
会
館
建
設
費
償
還
金

の
増
に
よ
り
一
三
・
七
％
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　
積
立
金
は
、
後
年
度
事
業
推
進
の
た

め
、
二
二
四
・
九
％
と
大
幅
に
増
加
し

ま
し
た
。

（3）
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　重点施策として、総合文化会館（ピピア）を拠点とした

文化・芸術・図書館事業の実施、及び育児環境整備として、

南北地区に子育て支援センターを建設いたしました。

　住民福祉の向上と充実を図るべく、総合振興計画に掲げ

られた諸事業を実施いたしました。

　
　
　
　
＼
㌧
、
，
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／
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町
民
の
生
活
環
境
や
生
活
基
盤
の
整

備
の
た
め
、
御
正
地
区
の
農
業
集
落

排
水
事
業
の
推
進
「
土
地
区
画
整
理
事

業
、
熊
谷
南
部
地
域
開
発
の
健
填
及

び
道
路
、
歩
道
の
整
磧
交
差
点
改
良

工
事
誉
行
い
ま
し
た
。

〆
〆
■

／
　
　
／
汐
メ
　
　
　
、

　
　
　
　
メ
｛
、

翠
／
『

ノ
、

’
＼

　
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

ゴ
ミ
処
理
、
し
尿
処
理
、
消
防
や
災
害

に
備
え
て
の
耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
、

交
通
安
全
対
策
の
推
進
、
公
園
の
整
備

及
ぴ
音
風
景
百
選
に
選
定
さ
れ
た
荒
川

河
川
敷
地
内
へ
の
案
内
板
を
設
置
し
ま

し
た
。

＼
＼

、、、

　
＼
＼
○
繋
心
し
て
い
拳
い
毒
難
蕃
辱
罐
鯉
織
．

　
　
灘
窮

　
　
高
齢
化
社
会
の
対
癒
と
し
て
、
老
大

　
保
護
措
置
や
身
体
障
害
者
援
護
事
業
、

　
南
北
匿
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
r
の
建
設
、

　
家
庭
保
育
室
助
成
嚢
母
子
講
策
等

　
福
祉
の
充
実
に
努
め
た
ほ
か
、
各
種
健

　
康
診
査
、
機
能
訓
練
、
保
健
婦
訪
悶
活

　
動
、
歯
科
保
健
サ
ー
ビ
ス
等
、
健
康
保

／
　
持
増
進
の
た
め
、
各
種
事
業
を
実
施
し

／

κ
ま
し
た
。

　
／
　
　
／
ノ
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
／
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モ
、
、
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＼
、

＼

％
＼

、
＼

イ
砺
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「
ピ
ピ
ア
」
を
拠
点
と
し
た
文
化
活

動
、
生
涯
学
習
活
動
、
国
際
化
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
海
外
研
修
、
中
学
生

海
外
派
遣
事
業
の
実
施
、
幼
稚
園
、
小

中
学
校
教
育
環
境
整
備
町
史
編
さ
ん

文
化
財
保
護
事
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、

『
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
』
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　　ノィ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ

　／　　　　　　　　＼　！／

／　　駿璽懇慧曲融諏奪

　i一　一
，　一

、
ノ
ノ

　
、
＼

　
＼
、

＼
、

＼

Φ
藏
労
鵜
灘
議
轟
躍
勧
蜜
馨
鰹
蹴
縫
済

　
翻
露

　
農
業
盤
産
基
盤
の
充
雲
ゑ
図
る
た
め
、

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
導
ン
の
推
進
や

転
作
団
地
の
定
着
と
促
進
へ
商
工
会
の

育
成
や
観
光
の
振
典
、
農
道
や
胴
排
氷

路
の
整
備
工
警
乞
行
い
ま
し
た
。

，
／
‘

　
ノ
〆
！
～
■

、
・
、

　
住
民
参
加
の
行
政
、
町
民
に
よ
り
理

解
さ
れ
る
町
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、

町
の
広
報
や
議
会
だ
よ
り
の
発
行
、
文

化
祭
や
各
種
相
談
事
業
の
開
催
、
区
運

営
費
の
補
助
、
婦
人
部
の
育
成
、
各
種

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

、
－

－

．
．
漁
卍
翻

、
吾
、

144．613

　　　　295，404円
　　　　　　　　　　　　　　　　蓼

（平成9年3月末日、12，691人で計算）　五
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影

’
ー
ノ
ー

議蕪　襲
　8，287円

　
　
ー
瓢

藩
＞
～
、
》
氏

町’

〆r豪1

工

　率1埣
，だ

51，285円

ζ
動
裕
華
瓢
軒
ξ
蜀
塾
護総

臨
鞭
、
牌

　
　
　
　
，
諺
気

攣1，箭7轟

　　毫
門　　　劃

　　（4）

震躰耀i業費

28，4B2円

蕉ン　ぐ〉〕

簿ノ聯
壌盤
騨P翌牌ぜ㌘空型［通配里

』

F
〆
、

醐　灘　費

　　　935円

榊
｝

醐脚適

土隊鐵1
32，215円ll
　　　　　l

　　　”『、　l

嫁鱗1集謡

縄紡，費
15，434円

「
■
凱
ザ
ジ
…
監
9
隔
i
多
f
』
」
翼
劃

漁
、

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
冊

灘
㌔

教毒費罫
　　　の35，986円　1

、蘇ll

　　　／

そ　の　穂

49，B67円

軸鋸　
ず
惹
衰

　　　　無
製嬰鉾騨冨弊耳ツ・



業事道水

特

別

　　3，904，戸

　　12，643人

　　　99．2％

　　8，201m3

　　6，417m3

2．117．203m3

会

416，391，666円

411，880，538円

　4，511，128円

348，384，564円

249，017，472円

99，367，092円

計
14，440，358円

　1，200，000円

13，240，358円

168，771，794円

130，185，819円

38，585，975円

●給　水　戸　数

●給　水　人　口

●普　　及　　率

●一日最大配水量

●一日平均配水量

●年間有収水量

収益的収入及ぴ支出

水道事業収益

　営業収益

　営業外収益

水道事業費用

　営業費用

　営業外費用

資本的収入及び支出

資本的収入

　一般会計負担金

　負　担　金

資本的支出

　建設改良費

　企業債償還金

農業集落排水事業

　農業用水の水質保全と農村生活環境の改善整備を図

るため、積極的に取り組み、歳入総額7億1，254万7，431

円、歳出総額7億765万6，808円となり差引き489万623円

を残し決算されました。

　　　　　　　　　　　　　　一般会計繰入金70，300，000円

県補助金

368，020，000円

町　債
　　　円
150，000，000

繰越金
　　　円
ll8’162’271

その他6，065、160円

農業集落排水事業喪

　665，800、804円

歳
入
　
歳
出

公債費41、856、004円

362．16m2

219．Om

1，526．Om

　　1，556m2

522m2

o御正地区
　処理施設建築工事

　管路埋設工事

o御正坂上地区
　管路埋設工事

　処理施設用地取得

○小江川地区

　処理施設用地取得

国
民
健
康
保
険

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費

の
増
加
や
医
療
保
険
制
度
を
取
り
ま
く

環
境
の
厳
し
い
な
か
で
、
歳
出
総
額
の

六
一
二
・
六
％
が
保
険
給
付
費
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
歳
入
総
額
五
億
八
、
三
一
九
万
六
、

九
五
一
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
四
億
八
、

九
九
三
万
六
七
七
円
で
差
し
引
き
九
、

三
二
六
万
六
、
二
七
四
円
を
繰
越
し
決

算
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
、
保
険
税
は
一
世

帯
当
た
り
一
五
万
八
、
二
〇
三
円
　
一

人
当
た
り
七
万
二
、
三
六
七
円
納
め
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
人
保
健

高
齢
化
社
会
を
背
景
に
老
人
医
療
費

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
八
年

度末の

受
給
者
は
一
、
一
八
三
人
で
す
。

　
歳
入
合
計
は
七
億
七
一
万
六
、
八
七

二
円
、
歳
出
合
計
六
億
六
、
四
〇
八
万

三
、
〇
五
九
円
で
差
し
引
き
三
、
六
六

三
万
三
、
八
一
三
円
を
繰
越
し
決
算
さ

れ
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
実
際
に
お
年
寄
り

が
医
者
に
か
か
り
、
町
が
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
医
療
費
は
六
億
二
、
三
〇
九

万
一
、
四
〇
五
円
で
、
前
年
と
比
較
す

る
と
六
・
七
％
の
伸
び
と
な
り
、
歳
出

全
体
の
九
三
・
八
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
支
払

額
は
、
九
万
四
、
一
四
八
円
の
支
払
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

老人保健拠出金
　136、817、696円

その他　4i，482，866円

　歳　　出

住
宅
資
金
貸
付
事
業

保険絵付費
3111630，l　l5円

　
住
宅
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
は
、

同
和
間
題
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、

対
象
地
域
の
居
住
環
境
の
整
備
改
善
の

た
め
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
八
年
度
末

の
貸
付
総
数
十
五
件
、
そ
の
内
新
築
分

は
士
二
件
、
改
修
が
二
件
で
す
。

　
平
成
八
年
度
は
、
新
築
資
金
の
貸
付

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

国民健康保険税

228、764，900円

国・県支出金
167、205、154円

そ　　の　　他

187，226，897円

歳

入

入
　
諸
収
入

　
　
　
　
　
　
　
九
、

歳
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　
二
、

　
　
繰
越
金

受
給
者
一
人
当
た
り
の
額
は
五
二
万

六
、
七
〇
四
円
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他

合
計

三
三
五
、
六
四
七
円

二
五
八
、
○
○
○
円

八
二
、
八
八
○
円

医　療　諸　費

625．065、040円

その他　33，018、Ol9円

歳　　出

六
、
三
六
九
円

一
　
、
六
八
二
、
八
九
六
円

歳
　
公
債
費

基
金
費

一
〇
、
七
六
〇
、
九
五
八
円

支払基金交付金

421，749，798円

国・県支出金
161，171，275円

その他I　I7，795，799円

　歳　　入

貸
付
事
業
費

合
計

差
引
残
金

八
一
一
、
○
○
○
円

五
四
、
三
八
四
円

⊥／、

ヱ
ノ、

四

円

五
六
、
五
五
四
円

（5）
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都
市
化
の
進
行
と
共
に
、
農
地
や
山
林
等
へ
無
秩
序
な
残
士

処
分
に
よ
る
埋
立
て
が
当
町
に
お
い
て
も
増
加
し
て
お
り
、
周

辺
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
は
じ
め
、
環
境
保
全
上
か
ら
も
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
山
林
や
雑
種
地
等
に
つ
い
て
は
規
制
が
な
い
こ
と
か
ら
、

今
後
も
乱
開
発
に
つ
な
が
る
埋
立
て
が
行
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
町
で
は
生
活
環
境
、
自
然
環
境
の

保
全
と
災
害
防
止
を
目
的
と
す
る
「
江
南
町
士
砂
等
に
よ
る
士

地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
十
月
一

目
よ
り
施
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
土
砂
等
に
よ
る
土
地

の
埋
立
て
、
盛
土
、
た
い
積
及
び
切
土

に
つ
い
て
必
要
な
規
制
を
行
う
も
の
で

あ
り
、
許
可
を
要
す
る
事
業
区
域
の
面

積
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
事
業
。

②
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
っ
て

　
も
現
況
地
盤
高
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
以

　
上
と
な
る
も
の
。

※
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う

　
事
業
、
又
は
他
の
法
令
の
規
定
に
よ

　
り
許
可
若
し
く
は
、
許
可
を
受
け
た

　
事
業
は
除
き
ま
す
。

　
事
業
主
及
び
工
事
施
工
者
は
、
工
事

を
施
行
す
る
に
あ
た
り
次
の
こ
と
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
災
害
の
防
止
及
ぴ
良
好
な
生
活
環
境

　
を
保
全
す
る
た
め
、
万
全
の
措
置
を

　
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
あ
ら
か
じ
め
施
工
に
係
る
土
地
周
辺

　
関
係
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る

　
と
と
も
に
、
苦
情
・
紛
争
が
生
じ
た

　
と
き
は
、
誠
意
を
も
っ
て
解
決
に
当

　
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
土
地
の
埋
立
て
等
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
人
は
、
必
ず
事
前
公
開
、

事前

協
議
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な

手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
事
前
公
開
の
た
め
、
計
画
概
要
と
経

　
路
図
を
示
し
た
掲
示
板
を
設
置
し
、

　
周
辺
関
係
者
に
対
し
説
明
会
を
開
催

　
す
る
。

②
許
可
申
請
前
に
、
事
前
協
議
書
を
町

　
へ
提
出
す
る
。

　
事
業
主
は
、
工
事
の
施
行
に
あ
た
っ

て
は
、
規
則
で
定
め
る
施
工
基
準
に
従

っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
粉
じ
ん
・
騒
音
・
振
動
・
土
砂
の
流

　
出
等
の
防
止
対
策
を
す
る
こ
と
。

②
作
業
時
間
は
、
原
則
と
し
て
午
後
五

　
時
ま
で
と
す
る
こ
と
。

③
土
砂
等
の
搬
入
路
に
つ
い
て
は
、
あ

　
ら
か
じ
め
道
路
管
理
者
と
協
議
す
る

　
と
と
も
に
、
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

　
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

④
事
業
区
域
に
は
、
み
だ
り
に
人
が
立

　
ち
入
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
の
で
き

（6）



事前相談

掲示板の設置
説明会の開催事前公開

事前協議 協議会の事前審査

事前協議の回答

許可申請

許　　　可

事業開始
立入検査

完了報告

完了検査

事業完了

「
土
　
砂
等
」

「　「工事「
事
業
区
域
』

「
事
業
主
』

「
工
事
施
工
者
」 　

　
：
土
地
の
埋
立
て
、
盛
土
、
及
び
た
い
積
の
用
に

　
　
供
さ
れ
る
も
の
で
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

　
　
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
三
十

　
　
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
以

　
　
外
の
も
の
を
い
う
。

業
」
…
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
、
盛
土
、
た
い

　
　
積
及
び
切
土
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

事
』
…
事
業
に
係
る
工
事
を
い
う
。

　
　
：
事
業
を
行
う
た
め
に
使
用
す
る
土
地
の
区
域
を

　
　
　
い
う
。

　
　
…
工
事
の
発
注
者
又
は
自
ら
工
事
を
施
工
す
る
者

　
　
を
い
う
。

　
　
…
事
業
主
と
の
契
約
に
よ
り
工
事
を
施
工
す
る
者

　
　
又
は
自
ら
工
事
を
施
工
す
る
者
を
い
う
。

　
る
囲
い
を
設
け
る
こ
と
。

⑤
事
業
区
域
と
隣
接
地
の
距
離
は
、
災

　
害
時
に
備
え
、
十
分
な
保
安
距
離
を

　
保
つ
こ
と
。

⑥
町
民
の
生
命
及
び
財
産
に
対
す
る
危

　
害
、
迷
惑
を
防
止
す
る
た
め
、
必
要

　
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

⑦
工
事
施
工
中
、
事
故
が
発
生
し
た
と

　
き
は
、
応
急
措
置
等
必
要
な
措
置
を

　
講
ず
る
と
と
も
に
、
責
任
を
も
っ
て

　
そ
の
解
決
に
あ
た
る
こ
と
。

違
反
者
に
対
し
て
は
罰
則

　
こ
の
条
例
で
は
、
規
定
に
違
反
し
た

と
き
は
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
許
可
を
取
り
消
す
。

②
工
事
の
停
止
、
原
状
回
復
そ
の
他
災

　
害
防
止
又
は
生
活
環
境
の
保
全
上
必

　
要
な
措
置
を
命
ず
る
。

③
施
工
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
必
要
な

　
改
善
を
命
ず
る
。

④
違
反
事
実
を
公
表
す
る
。

⑤
懲
役
又
は
罰
金
を
課
す
る
。

問
合
せ
　
江
南
町
経
済
課

智
　
三
六
－
一
五
二

（7）



江
南
中
央
第
一

王
地
区
画
整
理
事
業
（8）

朝
、
目
が
さ
め
て
外
を
見
て
思
わ

ず
「
す
ご
い
ね
え
」
と
お
ど
ろ
き
の
声

を
あ
げ
た
。
話
に
は
聞
い
て
い
た
が
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
朝
の
霧
で
あ
る
。

下
か
ら
わ
き
上
が
る
よ
う
な
霧
で
あ
っ

た
。　
今
日
の
予
定
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ヘ
の
移
動
で
あ

る
。
ホ
テ
ル
よ
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

空
港
へ
八
時
十
五
分
に
つ
き
、
九
時
四

十
五
分
発
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
行
き
の
飛

行
機
に
乗
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
霧
の

た
め
に
足
止
め
。
空
港
に
て
出
発
待
ち
、

予
定
が
つ
か
な
い
の
で
昼
食
を
と
る
。

よ
う
や
く
十
三
時
三
十
五
分
発
の
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
行
き
の
飛
行
機
に
乗
る
。
四

時
間
遅
れ
で
あ
る
。
十
四
時
三
十
分
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
空
港
に
着
陸
。
約
一
時

間
の
飛
行
で
あ
っ
た
。

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
よ
り
だ
い
ぷ
暖
か
い
。
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
は
砂
漠
地
帯
な
の
で
気
温
の
上
下

が
は
げ
し
い
都
市
だ
そ
う
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
非
常
に
暖
か
い
。
迎
え

の
バ
ス
に
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
空
港
を
後

に
す
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
空
港
は
、
ア

メ
リ
カ
で
五
番
目
に
大
き
な
空
港
で
、

百
の
会
社
が
入
り
、
一
日
に
二
千
回
の

離
着
陸
が
あ
る
そ
う
だ
。

　
最
初
に
着
い
た
の
が
「
フ
イ
ッ
シ
ュ

マ
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ヂ
」
と
い
う
ヨ
ッ
ト
ハ

ー
バ
ー
。
世
界
最
大
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ

ー
で
、
千
隻
の
ヨ
ッ
ト
が
出
入
り
す
る
。

非
常
に
き
れ
い
だ
っ
た
。

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
年
間
平
均
気
温
は

十
八
度
で
あ
り
、
四
月
～
十
月
は
ほ
と

ん
ど
雨
は
な
く
、
一
月
～
二
月
が
雨
期

で
あ
る
。
年
間
雨
量
は
三
百
ミ
リ
位
で
、

日
本
と
此
べ
る
と
非
常
に
少
な
い
。

　
鉄
道
の
便
が
悪
い
た
め
車
社
会
で
あ

る
。
道
路
は
広
く
良
く
完
備
さ
れ
て
い

る
。
日
本
車
が
多
く
走
っ
て
い
る
の
が

目
立
つ
。
ト
ヨ
タ
・
ホ
ン
ダ
・
日
産
・

マ
ツ
ダ
な
ど
い
ろ
い
ろ
走
っ
て
い
る
。

ホ
ン
ダ
が
一
番
多
い
そ
う
で
あ
る
。

　
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
に
入
る
と
、
銀
行
、

ll

L．

薪
「亭

i‘』鳶

根根

岸
啓
介

岸
　
一
郎

百
貨
店
、
ホ
テ
ル
が
多
い
。
チ
ャ
イ
ニ

ー
ズ
シ
ア
タ
ー
の
前
の
歩
道
の
タ
イ
ル

に
星
の
マ
ー
ク
が
あ
り
、
そ
の
中
に
各

有
名
俳
優
の
手
型
と
足
型
が
つ
け
て
あ

る
。
そ
の
タ
イ
ル
が
た
く
さ
ん
並
ん
で

い
る
。

　
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
を
通
過
、
ビ
ジ
ネ
ス

街
で
高
層
ビ
ル
が
目
立
つ
。
日
本
企
業

が
多
い
そ
う
で
あ
る
。
官
庁
街
を
通
り
、

十
八
時
に
ホ
テ
ル
に
到
着
す
る
。

　
江
南
中
央
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
向
け
昨
年
度
ま
で
仮

同
意
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
と
こ
ろ

次
の
段
階
で
あ
る
本
同
意
書
の
取
り
ま

と
め
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地

権
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
を
組
合
施
行
の

場
合
、
区
画
整
理
法
で
施
行
地
区
内
の

所
有
者
及
ぴ
借
地
権
者
の
三
分
の
二
以

上
の
同
意
か
つ
面
積
の
三
分
の
二
以
上

の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
同
意
書
を
と
り
ま
と
め
る
に
は
、
事

業
計
画
書
園
と
定
款
園
を
説
明
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
事
業
計
画
書
に
は
主

に
次
の
こ
と
が
載
っ
て
い
ま
す
。

o
事
業
の
名
称
や
位
置
・
設
計
の
方
針

や
資
金
計
画
・
土
地
の
種
目
別
施
互
則

後
対
照
表
な
ど
。

　
ま
た
、
定
款
に
は
主
に
次
の
こ
と
が

載
っ
て
い
ま
す
。

○
総
則
・
役
員
の
定
数
・
総
代
と
総
代

会
・
清
算
金
の
分
割
な
ど
。

　
平
均
の
減
歩
率
は
、
二
十
三
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
で
す
が
、
個
々
の
減
歩
率
は

仮
換
地
指
定
の
時
に
出
ま
す
。
仮
換
地

指
定
は
、
事
業
の
認
可
後
、
組
合
を
設

立
し
て
か
ら
お
こ
な
い
、
仮
換
地
場
所

と
減
歩
率
が
示
さ
れ
、
ま
と
ま
っ
た
と

こ
ろ
よ
り
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

～

〆
、
、
’

一f　r

く
　
　

し

ミ
』



トピツウス 身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

秋の夜長に虫の声を楽しもうと、9月

13日（土）、押切河原に生息している鳴く虫

の声の鑑賞会が開催されました。

　当日は小雨の降る天候でしたが、県内

各地より60数名が参加し、埼玉昆虫談話

会の牧林　功会長ら4人の指導者に指導

をうけ、マッムシ、カンタン、スズムシ、

エゾエンマコオロギなどの鳴き声を楽し

みました。

の
O
旧
α
0
↑

敬　　老　　会

　9月14日・15日の2日間、江南荘にお

いて敬老会が行われました。

町内に在住している70歳以上のみなさ

んの長寿を祝い、これからも長生きして

もらうために行われ、対象者1，217人の

うち619名の人が元気に出席しました。

　また、14日には寝たきり老人介護者表

彰が行われ、芝セよ子さん（上新田）、

杉田千代さん（小江川）の2名が表彰さ

れました。

10月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　●　6　●11・16●21・26●31 ㈲松　　本　　設　　備 36－5177

2　●　7　●　12　●　17　●22　●27 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
3　・　8　・13・18・23・28 ㈱光　　栄　　建　　設 36－1052

4　・　9　・14・19・24・29 ㈱コ　　バ　　ヤ　　シ 36－1206

5　●　10　●　15　●　20　●　25　●30 ㈲笠原設備工業所 36－3662

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

（9）



3
留
多
ら

　
、
『

　
町
で
は
、
脳
卒
中
後
遺
症
等
に
よ
り
、

障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
心
身
の
機

能
の
維
持
回
復
を
は
か
り
、
地
域
の
中

で
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

一
通
所
機
能
訓
練
を
月
に
二
回
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
ま
で
健
康
で
あ
っ
た
人
が
、
突
然

不
自
由
な
体
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ど
う

｝
し
て
自
分
だ
け
が
…
…
と
内
向
的
に
な

り
、
悲
観
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
さ
ら

に
家
に
閉
じ
こ
も
り
き
り
に
な
る
と
、

ま
す
ま
す
機
能
の
維
持
回
復
は
む
ず
か

し
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
機
能

訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害

を
持
っ
た
人
た
ち
が
お
互
い
に
、
悩
み

や
不
安
を
打
ち
明
け
た
り
、
励
ま
し
あ

う
こ
と
で
参
加
者
同
士
の
き
ず
な
が
深

ま
り
、
気
持
ち
も
明
る
く
な
っ
て
い
く

一
よ
う
で
す
。
現
在
、
町
の
機
能
訓
練
事

業
の
参
加
者
は
約
十
五
人
で
、
皆
さ
ん

元
気
に
訓
練
に
励
ん
だ
り
、
仲
間
と
お

一
裸
が
健
ン
婦
ン

一
－

、
、

に

し一

l

し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

を
し
た
り
と
元
気
に
や
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
の
家
族
ら
の
交
流
の
場

と
も
な
っ
て
お
り
、
お
互
い
に
悩
み
や

大
変
さ
を
話
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、

介
護
の
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
機
能
訓
練
は
、
病
気
や
リ
ハ
ビ

リ
専
門
施
設
で
医
療
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
訓
練
と
は
異
な
り
、
基
本
的
動
作

の
訓
練
や
作
業
療
法
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
、
仲
間
づ
く
り
が
中
心
と
な
っ
て
い

ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
が
会
場
と
な
っ

て
お
り
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ

リ
体
操
や
個
別
訓
練
を
実
施
後
、
歌
を

歌
っ
た
り
、
風
船
バ
レ
ー
や
ミ
ニ
ボ
ー

リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
、
季
節
の
行
事

と
し
て
豆
ま
き
や
七
夕
ま
つ
り
、
ス
イ

カ
割
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
新
年
会
な
ど

を
取
り
入
れ
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
四

回
は
、
町
内
に
あ
る
県
の
動
物
指
導
セ

ン
タ
ー
で
、
か
わ
い
い
小
犬
と
ふ
れ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

齢
っ
た
り
指
導
員
の
話
を
聞
い
た
り
野
外

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
し
ま
す
。
さ

ら
に
年
一
回
は
、
町
の
行
政
バ
ス
に
て

の
町
外
研
修
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
機
能
訓
練
事
業
に
参
加
す

る
中
で
、
明
る
い
気
持
ち
を
取
り
戻
し
、
｝

外
へ
出
る
自
信
が
つ
い
た
り
、
仲
間
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
元
気
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

※
機
能
訓
練
に
つ
い
て
の
参
加
申
込
み

に
つ
い
て
は
、
保
健
婦
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
送
迎
に
つ
い
て
も
必
要
と
さ

れ
る
場
合
に
は
、
リ
フ
ト
車
に
よ
る
送

迎
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

、
、
■
ヒ
．
F

ー
世

　
九
月
七
日
、
第
十
回
町
民
ゴ
ル
フ
大

会
が
江
南
バ
ー
ド
レ
イ
ク
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中

で
大
会
は
行
わ
れ
、
一
七
〇
名
が
参
加

し
て
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
表
彰
式
と

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
寄
付
さ
れ
た
三
万
一
、
三

〇
〇
円
が
江
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
※
競
技
は
、
新
ペ
リ
ア
方
式
、
同
ス

　
　
コ
ア
の
場
合
は
年
齢
上
位
者
優
先

◎
男
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

優
勝
中
鳴
　
孝
（
在
勤
）

　
　
　
　
　
Q
ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
Q
》
　
・
　
6
　
　
　
　
　
●
　
4

　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

準
優
勝
　
G
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（
中
央
）

第
三
位

第
四
位

第
五
位
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・
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栄
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（
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（
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ケ
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▽
ニ
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ピ
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菅
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佐
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嶋
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3
一
－

「
一
4

ザこ
覧
一
鵯

へ
、
‘

、

せら
　
　
時

知
　
　
3

お
　
　
後
　
、

の
　
一
午
　
力

会
　
ナ
～
下
ほ

し
　
一
分
以
本

翻
編
鷲

劃
2
5
な
2
給
居

　
月
は
後
学
芝

　
1
0
お
午
小
紙

　
程
所
間
象
容

　
日
場
時
対
内

　
○
○
○
O
O

○たのしいおはなしがいっぱいです。
　お友達をさそってみんなで来てください。

　
土
4
⑪
1
8
2
5

一ダ
金
3
1
0
1
7
別
⑳

ン
木
2
9
1
6
2
3
3
0

レ　
水
1
8
1
5
2
2
2
9

カの
火
　
7
1
4
⑳
2
8

月
月
⑥
⑱
⑳
⑳

0ー　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
】
　
9
　
6

　
　
日
　
　
5
1
1
2

　
時
　
　
　
後
　
午
日

　
～
館

間
時
休

時
9
は

館
前
印

開
午
○

○

　〈児童書〉

　　（書　名）　　　　　　　　　（著　者）

100ぴきのありおなかぺこぺこ　エリノア・ピンチェス
カレーパンマンとしょくぱんまんやなせ　たかし
すてきなよるに　　　　　　　ヴォルフ・エァルブルッフ

てがみがきたよ　　　 奥野涼子
ゆめうらない　　　　　　　　　みねかわなおみ
わんわん物語　　　　　　　　森　　　はるな
ズッコケ発明狂時代　　　　　　那　須　正　幹

あらしのよるに　　　　木村裕一
風の谷のナウシカ（上・下）　　宮　崎　　　駿

パンダコパンダ　　　 宮崎　駿

　〈一般書〉

　　（書　名）　　　　　　　　　　　　（著　者）

人間虚子　　　　　　　倉橋羊村
ヴェニスのゲットーにて　　　徳永　悔
魔法の輪　　　　　　　　　　　　　スザンナ・タマーロ
親離れできれば生きることは楽になる新版加藤諦三
ジャッカルの日　　　　　　　　　　　フレデリック・フォーサイス

龍と魔法使い（1～10）　　　　　　　榎　木　洋　子
夢一途　　　　　　　　　　　　　永　谷　　　脩
スリーパーズ（上・下）　　　　　　　ロレンゾ・カルカテラ

ハーブ図鑑110　　　　　　　　　レフリー・ブレンネス
幕末新聞　　　　　　　　　　　　　　幕末新聞編纂委員会

　いよいよ運動会シーズンがやって来ました。
　10月10日は体育の日です。そこで、“体育の日”について調べてみました。
「体育の日』　（10月10日）

　「スポーッに親しみ、健康な心身をつちかう」ことが趣旨の国民の祝日です。
　一「スポーツの秋」とはいうけれど、なぜ10月10日が体育の日なのでしょう。由来は東京オリンピックにあります。東京
オリンピックの開会式は、1964年10月10日。　「体育の日」は、これを記念して1966年に制定されました。それ以前は、ス

ポーツ振興法という法律で、10月の第一土曜日が「スポーツの日」とされていました。
　毎年、体育の日は、各地でスポーッや健康関係のイベントが行われています。

艶ワンボイントアドバイス
　運動会のお弁当は、活動のエネルギー源となる炭水化物が豊富ないなりずしや太巻きが最適。本を見て、今年は新しい
おすしに挑戦してみてはいかがですか。料理の本は、請求記号596（児童は59）です。ご利用ください。

　
江
南
町
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
に
よ
る
ゴ

ル
フ
教
室
を
、
左
記
の
と
お
り
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

対講場時
象

者師所問
定
員

参
加
費

申
込
み

十
月
二
十
七
日
㈲
・
十
一
月

三
日
㈲
・
十
日
㈲
・
十
七
日

㈲
・
こ
十
四
日
㈲
・
十
二
月

一
日
㈲

　
　
　
　
　
以
上
六
日
間

午
後
七
時
～
九
時
ま
で

江
南
ゴ
ル
フ
練
習
場

薄
井
秀
也
プ
ロ

町
内
在
住
在
勤
者
で
、
初
級

者
の
人

十
五
名

八
、
○
○
○
円

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

十
月
十
六
日
㈲
か
ら
二
十
二

日
㈱
ま
で
に
、
参
加
費
を
添

え
て
教
育
委
員
会
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
付

は
先
着
順
で
定
員
の
十
五
名

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
八
月
三
十
】
日
日
曜
日
、
町
民
体
育

館
に
お
い
て
、
大
里
郡
町
村
対
抗
一
般

卓
球
及
び
一
般
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
江
南
町
か
ら
は
、
江
南
町
卓
球
愛
好

会
と
江
南
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
が
出

場
し
、
卓
球
大
会
で
は
優
勝
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
で
は
惜
し
く
も
一
回
戦
で

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
出
場
者
の

熱
戦
が
印
象
に
残
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
試
合
は
団
体
戦
）

卓
球
大
会

　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
妻
沼
町

　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
5

江南町

4

4

4　　5

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

妻1召田丁

1　015

大
里
村

川
本
町

江
南
町

花
園
町

寄
居
町

3

0

2

550

4　　4

花
園
町

大
里
村

寄
居
町

妻
沼
町

岡
部
町

江
南
町

川
本
町

（11）



旧￥騰ハツソ
　　　について児童生徒・保護者

　　　との相談に応じていただき

　　　ます。
申込み　所定の応募書類を揃えて、

　　　10月8日㈱～10月21日㈹
　　　　（ただし、土・日、祝日は除

　　　く）までに勤務を第一に希

　　　望する市町村の教育委員会

　　　へ直接持参し、申し込んで

　　　ください。詳細については

　　　9月下旬から教育委員会に
　　　おいて交付しております、

　　　募集要項をご覧ください。

　　幼稚園入園申込み

　　期　日　平成9年10月20日（月）から

　　　　　　平成9年10月24日働までの

　　　　　　5日間の午前9時から午後
　　　　　　5時まで
　　対象者　町内に居住する幼児で、平

　　　　　　成5年4月2日から平成6

●　　　　　　年4月1日までに生まれた
　　　　　　お子さん
　　問合せ　江南幼稚園智36－3373

　　　　場め壷だ密ん

年金相談
　国民年金保険料の納付や、年金に

ついてわからないこと、知っておき

たいことなどありましたらお気軽に

ご相談ください。

日時10月30日㈲
　　　午前10時から午後3時まで
場　所　勤労福祉センター研修室

相談員　熊谷社会保険事務所年金専

門官

　行政・心配ごと・人権相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。なお、今月は弁

護士が来庁の予定です。

日時10月28日㈹
　　　午前9時30分から正午まで

場所勤労福祉センター

　湯・o～・他
放置自転車クリーンキャンペーン

　10月22日から31日までの10日間、

駅やその周辺を中心に首都圏放置自

転車クリーンキャンペーンが実施さ

れます。

　駅などの交通機関までの通勤・通

学の足として利用するのに便利な自

転車です力乳駐輪場に止めずに本来

止めるべきでない場所にたくさんの

自転車が駐輪しています。また、町

内においても、放置された自転車が

各所で見受けられます。

　このような状況を少しでも改善す

るよう、利用者のみなさんのご協力

をお願いします。

犬の正しい飼い方

普及　月　間

　10月21日から10月30日までの10日

間は、犬の正しい飼い方の普及月間

です。飼い主は、次のルールを守り

犬を正しく飼いましょう！

・生後3か月以上の犬は登録と狂犬

病予防注射が義務づけられていま

す。鑑札、狂犬病予防注射済票を

忘れずに装着しましょう。

・飼い犬は㊤の標識を門柱などの人
の目につくところに貼りましょう。

・放し飼いは禁止されています。

・他人に迷惑をかけないように飼う

ことが義務づけられています。

・犬が人を咬んだ場合は、保健所へ

の届出と狂犬病の鑑定が必要です。

・ふんなどで、公共の場所や他人の

土地を汚さないよう後始末をきち

んとしましょう。

・飼い犬が死んだら死亡届を出しま

　しょう。

せ合問 保健衛生課　費36－1521

熊谷保健所生活衛生・薬事

担当グループ　智23－2811

動物指導センター

　　　　　麿36－2465

県民手帳の販売が始まります

　埼玉県統計協会では、毎年10月18

日を「統計の日」と定め、県民手帳

の販売を行っています。今年は10月

20日（月）からの販売となります。

　埼玉県内の情報が盛り沢山ですの

で、ぜひお求めください。

販売価格

販売場所

小型　　　　　　　400円

（11cm×7。Ocm）

大型　　　　　500円
（14cm×8．5cm）

パレット（薄型）　500円

（16cm×8．5cm）

江南町役場企画課

a36－1521内線221
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利根川ミーティング

内　容　流域物産展示即売、フリー

　　　マーケット、利根川ウォー

　　　キング、パネル展示他
日時・　10月26日（日）

場　所　群馬県邑楽郡千代田町

　　　赤岩渡船付近
問合せ　埼玉県北部地域創造センター

　　　熊谷市末広3－9－1

　　　麿24－1400

ぽ勿し膨ゆ勿う

　海外視察研修参加者募集

　　～オーストラリア～
　ふるさと創生事業の一環として平

成2年度より始められた海外視察研

修事業が、今年度もつぎの要領で実

施されます。

　この事業は、町民に国際的な視野

及び知識を身につける機会を設け，

研修で得た経験をいかして、地域の

リーダーとして町づくり、人づくり

を推進する人材を育成することを目

的に、オーストラリアを研修地とし

て派遣するものです。

◎研修期問（予定）

　平成10年1月下旬～2月上旬

　　　　　　　　　（7日間）
◎研修内容

　自然環境、住民生活、教育文化、

　産業経済、スポーッなど

◎参加資格

　江南町に住んでいる20歳以上の人

　（学生を除く）で、帰国後、研修

　の成果を積極的にいかし、町行政

　
九
月
号
の
す
こ
や
か
さ
ん
の
新

井
里
奈
ち
ゃ
ん
の
両
親
（
勝
吉
さ

ん
・
洋
子
さ
ん
）
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
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び
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ま
す
。
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正

八
月
中
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出

鶴
岡
　
ケ
イ

矢
柳
　
八
郎

8095
歳歳

板野敬
　　罐す
井原）

　に取り組む意欲があると認められ

　る人。

◎派遣人員　若干名

◎締切り　　11月14日働

◎選考と決定

　応募者の中から、江南町人材育成

推進協議会で選考・審査・決定し、

　本人に通知します。

◎費用の負担

　費用については、3分の2以内を、

　人材育成協議会で補助いたします

　ので、個人負担は10万円程度にな

　ります。但し、渡航手続きにかか

　る費用や諸雑費は別に個人負担と

　なります。

◎応募方法

　希望者は、役場企画課にある海外

　研修参加申込書に必要事項を記入

　のうえ、申し込んでください。

◎問合せ

　役場企画課　費36－1521　内221

彩の国

　　さわやか相談員募集

　　　　　　（県の非常勤職員）

資格満22歳以上65歳以下で学校
　　　教育に理解があり、子供の

　　　悩みについて相談に応じる

　　　ことのできる知識や経験を

　　　有する人を募集します。

定員未定
内　容　県内の市町村立中学校に平

　　　成10年4月1日から平成11
　　　年3月31日まで週5日勤務
　　　し、いじめ・登校拒否など
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町民のうごき
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6月　7月　8月　9月

加
男
女
臨

9月1日現在

12，738人

6，249人

6，489人

3，810世帯

＋33人

＋11人

＋22人

＋10世帯

平成9年　救急車出動状況

救急出動状況 8　月 累　計

交　　　　　　　通 5件 49件

一　般　負　傷 6件 16件

急　　　　　　病 12件 122件
そ　　　の　　　他 5件 32件

合　　　　　　計 28件 219件
（1鋤



すこやかさん一一⑰登場希望の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満）は役場総務課岱36－1521へ連絡してください

　　　　　　めぐみ
金子　　愛ちゃん㊧
　平成8年11月21日生

両親｛盈轍樋春

　お兄ちゃんが大好きで、

ぶたれながらも後をついて

いきます。

　早く歩けるようになって

お兄ちゃんに勝とうね。

　　　　とも　　ゆき

真保智行ちゃん魯
　平成8年10月6日生

両親駈轍成沢
　お兄ちゃんが、「超かわ

いい。早く大きくなって一
緒に遊ぽうね司

　時には、いたずらされて

困るけど、やっぱりかわい
い弟なんだ。

　　　　りゆう　　へい

小　田　竜平ちやん㊥
　平成8年10月5日生

両親｛墾畿上新田

　朝、早起きの竜くんは、

今、イタズラ盛り……。

　早く大きくなってね！
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池田　　蓮ちゃん魯
　平成8年10月4日生

両親｛島職板井

　この世に生まれて1年の

蓮くんで～す。ねずみ年の

せいかかみつくことが好き

です。この間もママのうで
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①
椎
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は
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め
に
水
に
も
ど
し
て
お
き

　
ま
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。
（
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き
は
湯
で
も
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す
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②
豆
腐
は
ざ
る
に
の
せ
、
水
気
を
切
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て
お
き
ま
す
。

③
ね
ぎ
は
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丁
の
腹
で
た
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ぶ
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て
、
四
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の
長
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ま
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長
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⑤
中
華
鍋
で
油
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熱
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弱
火
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茸
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軽
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妙
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ま
せ
ん
。

　
昭
和
二
十
二
年
に
、
社
会
福
祉
事
業

の
発
展
を
目
的
に
始
め
ら
れ
た
共
同
募

金
は
、
昨
年
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
一
年
目
に
集
ま
っ
た
金
額
は
、
約
五
億

九
千
万
円
。
当
時
と
し
て
は
大
変
な
金

額
で
す
。
一
口
の
募
金
金
額
は
平
均
八

円
だ
っ
た
そ
う
で
す
か
ら
、
い
か
に
多

く
の
人
が
募
金
に
協
力
し
た
か
が
分
か

り
ま
す
。
そ
し
て
、
五
十
年
た
っ
た
平

成
八
年
は
、
募
金
額
約
二
百
六
十
四
億

円
、
一
口
の
平
均
金
額
は
二
百
十
一
円

で
す
。
五
十
年
前
に
は
終
戦
直
後
で
、

．
戦
災
孤
児
引
揚
者
な
ど
の
た
め
に
募

金
が
役
に
立
ち
ま
し
た
。
最
近
は
、
高

齢
者
、
障
害
者
の
福
祉
に
と
っ
て
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
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